
学校情報 

 

1.学校の概要、目標及び計画 

学校概要 

【学校名】長岡美容専門学校 

【設置者】学校法人 長岡総合学園 

【所在地】新潟県長岡市台町 2 丁目 1-23 

【連絡先】TEL：0258-38-6611 FAX：0258-84-7069 

【e-mail】info-nb@nagaoka-sogogakuen.jp 

 

目標および計画 

【教育理念】創造性と人間力を兼ね備えた美容のプロッフェショナルを育成する 

【教育目標】 

本校は、美容業界の即戦力として活躍できる人材の育成を目指し、専門的な知識と技術を習得させ

るとともに、接客マナーやコミュニケーション能力、職業倫理を身につけた社会人としての基礎力

を備えた人材を育成する。さらに、実践的な授業や地域社会との連携を通じてホスピタリティを養

い、地域社会に貢献できる美容のプロフェッショナルを育成する。 

【教育の質向上に関する基本方針】 

 業界との連携を通じて、美容業界のニーズに即した実践的な教育を提供することを基本方針とす

る。そのために、実務に即した教育課程の編成・見直しを定期的に行い、時代の変化に対応した教

育内容の充実を図る。また、教員の指導力向上に努めるとともに、学生のキャリア形成を支援する

ため、インターンシップや企業見学、業界人による特別授業などを実施する。さらに、地域社会と

の協働や自己点検・評価を通じて、教育内容と指導方法の継続的な改善に取り組む。これらの取組

を通じて、学生が美容の専門性と社会人としての基礎力を身につけ、地域に貢献できる人材の育成

を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2.各学科等の教育 

修業年限・入学定員 

 

課程名 学科名 修業年限 入学定員 総定員 課程区分 

衛生専門課程 美容師科 2 年 30 名 60 名 昼間課程 

 

 

カリキュラム（科目編成・授業単位時数） 

 

科目

区分 
課目名 

年間単位数 単位数 

1年 2年 合計 

必
修
課
目 

関係法規・制度  1 1 

衛生管理 1 2 3 

保健 1 2 3 

香粧品化学  2 2 

文化論 1 1 2 

美容技術理論 3 2 5 

運営管理  1 1 

美容実習 15 15 30 

必修課目単位数 小計 21 26 47 

選
択
課
目 

社会福祉 1  1 

美容接遇論 1 1 1 

パーソナルカラー 1  1 

着付 2  2 

メイクアップ 4  4 

ネイル 2 2 4 

美容総合技術 2 4 6 

選択課目単位数 小計 13 7 21 

合計 34 33 67 

 

 

 

 

 

 



進級・卒業の要件（抜粋） 

【進級要件】 

進級は、当該学年に履修した全科目の単位を取得することを原則とする。 

【卒業要件】 

卒業は、在学中に履修した全科目の単位を取得していること、ならびに各年次の学費等が全額納

入されていることを原則とする。 

【履修認定】 

 授業科目の履修認定は原則として試験によって行う。ただし、実習科目等については、試験を行

わず、平常の授業における課題提出や作品制作等の成果物をもって履修認定を行う場合がある。 

【成績評価】 

 成績評価は以下の 4 段階評価とし、C 以上を合格とする。 

A：100～80 点 

B：79～70 点 

C：69～60 点 

D：59 点以下 

成績は、各科目のシラバスに定める評価方法に基づいて評価する。 

 

履修科目を通じて取得を目指す資格 

 美容師国家資格 ブライダルビューティープランナー ヘッドスパ検定  

JNA ジェルネイル技能検定 JNEC ネイリスト技能検定 山野流着装  

色彩技能パーソナルカラー検定 ケサランパサランメイクアップ検定  

ビューティビジネス実務検定 認証准福祉理美容師 

 

 

 

 

 

3.教職員 

教職員数 

 専任教員 4 名 

 兼任教員 10 名 

 職員   1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.キャリア教育・実践的職業教育 

キャリア教育・実践的職業教育 

【インターンシップ】 

美容の仕事に対する理解を深め、働くことの喜びや責任感を育むためには、実際の美容所での体

験が最も効果的な学びであると考えている。このため、1 年次の 1 月下旬に業界と連携したインタ

ーンシップを実施している。 

インターンシップでは、実践的な職業教育の効果を高めるため、事前指導や振り返りを含めた教

育的支援を行い、学生が現場での学びを通じて職業意識や接客力を高められるよう配慮してい

る。 

 

【キャリア教育の取組み】 

 学生が美容業界への理解を深め、将来の職業選択に対する意識を高めることを目的として、現役

の美容師を講師として招き、キャリア教育を実施している。業界の第一線で活躍するプロフェッ

ショナルから直接話を聞くことで、仕事のやりがいや責任感、必要なスキルや心構えなどを学

び、職業意識の形成を支援している。 

 

【就職支援】 

 学生一人ひとりの進路選択を支援するため、校内で実施する就職ガイダンスや個別面談、就職指

導授業を通じて、計画的なキャリア支援を行っている。加えて、外部機関が主催する就職ガイダ

ンスに参加し、業界の最新情報や採用動向に触れる機会を提供することで、学生の職業意識と就

職活動への理解を深めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5.様々な教育活動・教育環境 

学校行事 

【主な学校行事】 

 4 月 入学式 新入生ガイダンス ハイキング 健康診断 

 6 月 市内大学への課外活動 ボウリング大会 

 5 月 就職ガイダンス 

 7 月 全国理容美容学生技術大会 信越北陸地区大会 

 8 月 NAGABI COLLECTION（ヘア―ショー） 

 9 月 研修旅行 スポーツ大会 

10 月 NB Beauty Competition（校内コンクール） 

12 月 就職ガイダンス テーブルマナー 

 1 月 インターンシップ 

 2 月 美容師国家試験（実技試験） 就職ガイダンス 

 3 月 美容師国家試験（筆記試験） 卒業式 

 

上記以外に、課外活動の一環として、地元イベントへの参加を積極的に行っている。学内で習得

した技術を実際の場面で活かす貴重な機会であり、地域貢献と職業意識の向上を目的としてい

る。 

 

教育活動・教育環境 

 シャンプー実習室、エステ実習室等、専門的技術習得に適した設備を学内に整備。日常的な授業

において、現場に近い環境での技術訓練を実施。 

また、企業との連携による授業を多数導入。福祉理美容師に関する専門授業、現役美容師による

シャンプー技術指導、アップスタイルやネイル等、業界のプロフェッショナルから直接学ぶ機会

を提供。 

技術力の向上、職業意識の育成、業界理解の深化を図る教育活動として位置づけ、卒業後の即戦

力育成を目的とした実践的教育環境の構築により、社会で求められる人材の輩出を目指してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

6.学生の生活支援 

経済的支援 

 ・日本学生支援機構の貸与型・給付型奨学金制度の活用支援 

・学校独自の奨学制度を設置し、経済的支援体制を整備 

（進級時スカラシップ制度、一人暮らしサポート制度、家族特典制度） 

・学費分納制度の導入による負担軽減 

  

その他サポート 

 ・定期健康診断の実施。年 1 回の定期健康診断を実施。健康状態の把握と早期対応を図る体制を

整備。 

 ・学校生活に関する個別相談の対応。定期的に個別面談を実施。生活面や人間関係、学習上の悩

みなどに対して、教職員による個別相談を随時実施。学生が安心して学校生活を送れるよう支

援。 

 ・欠席者へのフォロー。電話や文書による連絡、面談を通じて状況確認と支援を実施。修学継続

への意欲喚起を図る。 

 ・中途退学防止のための支援体制の整備 

  欠席状況や生活面の課題を早期に把握し、個別面談や保護者連携を通じて中途退学の防止に努

める。 

 

 

 

7.学生納付金・修学支援  

学校 HP にて募集要項を参照 https://tbcn.ac.jp/2022entranceexam   

 

 

8.学校の財務  

 長岡総合学園 HP 情報公開にて詳細を公開 https://nagaoka-sogogakuen.jp/#info 

 

 

9.学校評価委員会  

学校 HP 情報公開にて詳細を公開 

 https://tbcn.ac.jp/%e6%83%85%e5%a0%b1%e5%85%ac%e9%96%8b  

https://tbcn.ac.jp/2022entranceexam
https://nagaoka-sogogakuen.jp/#info
https://tbcn.ac.jp/%e6%83%85%e5%a0%b1%e5%85%ac%e9%96%8b

